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平成 26 年 2 月 14 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社  新 日 本 科 学

代 表 者 名 代表取締役社長 永田 良一

（コード番号：2395 東証第一部）

問 合 せ 先 代表取締役副社長 関   利彦

（TEL:03-5565-6216）

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年 5 月 14 日に公表した業績予想を下記の通り修正いた

しましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成26年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 17,417 5 △420 △950 △27.66 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 16,913 △749 △397 △845 △22.51 

増 減 額        （Ｂ－Ａ） △504 △754 +23 +105  

増 減 率          （％） △2.9 － － －  
（ご参考）前年同期実績 
（平成25年３月期） 17,154 △1,428 △490 △1,152 △33.56 
 

２．平成26年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 12,813 1,020 △980 △28.53 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 12,398 1,374 △863 △22.99 

増 減 額        （Ｂ－Ａ） △415 +354 +117  

増 減 率          （％） △3.2 +34.8 －  
（ご参考）前年同期実績 
（平成25年３月期） 11,428 1,215 △3,445 △100.33 

 

３．修正の理由 

連結業績見通しの営業利益の修正は、以下の理由が主因となります。 

 

①  国内臨床事業において、顧客理由による試験の中断や延期、契約時期の翌期ずれ

こみによる稼働率の低下などから臨床事業セグメントでの未達（対前回予想比△

約 4 億円）がありました。 

②  米国前臨床事業での受注は着実に増加したものの稼働率が十分な回復には至ら

ず、これが主因となって前臨床事業セグメントでの未達（対前回予想比△約 2 億

円）がありました。 
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③  トランスレーショナルリサーチ事業における研究開発費用の増加やその他事業

などの要因による未達（対前回予想比△約 1.5 億円）がありました。 

 

第 4 四半期（1 月～3 月）は、国内前臨床事業の受注増加等が損益改善に寄与し、連結

営業黒字（約 6 億円）を見込んでおります。下半期 6 ヶ月間としても黒字となる見込みで

す。 

個別業績予想の経常利益の修正は、為替が予算より円安に振れていることに鑑み上方修

正となる見込みです。 

 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。  

 

以 上 


